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暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
い

ま
す
が
、
桜
の
花
も
例
年
よ
り
十

日
位
早
い
の
で
は
と
発
表
さ
れ
た

か
と
思
う
と
、
朝
晩
の
冷
え
込
み

が
厳
し
く
な
り
、
先
日
は
、
中
国

横
断
道
江
府
か
ら
久
世
間
で
は
ス

ノ
ー
タ
イ
ヤ
で
な
け
れ
ば
通
行
で

き
な
い
と
い
わ
れ
た
り
、
変
化
の

目
ま
ぐ
る
し
い
こ
の
頃
で
す
が
、

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
、
私
も
今

は
三
月
議
会
定
例
会
の
最
中
で
す

が
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

○
本
町
で
も
三
月
九
日
は
中
学
校
、

十
九
日
小
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
中
学
校
と
、
八

郷
小
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
し
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
の
学
校
で
も
立

派
に
成
長
し
て
卒
業
す
る
生
徒
を

見
て
い
ま
す
と
毎
年
の
こ
と
な
が

ら
「
岸
本
町
の
将
来
に
期
待
が
も

て
る
反
面
、
何
人
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
と
」
淋
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
中
学
校
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
に
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
で

き
る
こ
と
な
ら
帰
っ
て
き
て
、
こ

の
風
光
明
媚
な
こ
の
ふ
る
さ
と
の

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
西
部
の

十
四
市
町
村
の
首
長
、
誰
も
が
持

っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
西
部
地
区
の
将
来

を
み
ま
し
て
も
、
若
者
の
定
住
対

策
が
各
町
村
に
と
っ
て
、

い
か
に
大
事
な
施
策

か
言
を
待
ち
ま
せ
ん
。

今
年
は
本
町
に
と
り

ま
し
て
は
合
併
と
い

う
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
同
時
に

こ
の
若
者
の
定
住
対

策
に
つ
い
て
も
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

一
日
で
し
た
。

（
三
月
二
十
日
　
記
）

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
岸
本
地
内
に
建
設
を
進
め

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
岸
本
地
内
に
建
設
を
進
め

て
い
た
灰
溶
融
施
設
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
が
西
部
広
域
リ
サ
イ

て
い
た
灰
溶
融
施
設
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
が
西
部
広
域
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
付
近
に
完
成
し
ま
し
た
。

ク
ル
プ
ラ
ザ
付
近
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
圏
域
内
か
ら
発
生
す
る

　
こ
の
施
設
は
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
圏
域
内
か
ら
発
生
す
る

ご
み
焼
却
残
さ
（
灰
等
）
（
米
子
市
を
除
く
）
、
不
燃
物
残
さ
、

ご
み
焼
却
残
さ
（
灰
等
）
（
米
子
市
を
除
く
）
、
不
燃
物
残
さ
、

な
ど
埋
立
対
象
物
量
を
削
減
し
、
廃
棄
物
循
環
型
社
会
構
築
に
向

な
ど
埋
立
対
象
物
量
を
削
減
し
、
廃
棄
物
循
環
型
社
会
構
築
に
向

け
た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

け
た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
岸
本
地
内
に
建
設
を
進
め

て
い
た
灰
溶
融
施
設
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
が
西
部
広
域
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
付
近
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
圏
域
内
か
ら
発
生
す
る

ご
み
焼
却
残
さ
（
灰
等
）
（
米
子
市
を
除
く
）
、
不
燃
物
残
さ
、

な
ど
埋
立
対
象
物
量
を
削
減
し
、
廃
棄
物
循
環
型
社
会
構
築
に
向

け
た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

��
��
��
��

八郷小学校卒業式にて

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合四

月
一
日
か
ら
稼
動

管
理
棟
　

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄

骨
造
２
階
建
　
　
　
　
９
９
７
㎡

工
場
棟
　

　
鉄
骨
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
５
階
建
　
　
７，

９
１
０
㎡

ス
ラ
グ
貯
留
棟

　
鉄
骨
造
平
屋
建
１，

１
０
２
㎡

計
量
棟

　
鉄
骨
造
平
屋
建
　
　
　
３
３
㎡

車
庫
棟

　
鉄
骨
造
平
屋
建
　
　
　
９
１
㎡

タ
イ
ヤ
洗
浄
棟

　
鉄
骨
造
平
屋
建
　
　
　
５
０
㎡

供
用
開
始

　
平
成
十
六
年
四
月
一
日

施
設
規
模

前
処
理
施
設
規
模
３
９
ｔ
／
日

溶
融
施
設
規
模
　
３
４
ｔ
／
日

（
１
７
ｔ
／
日
×
２
炉
）

処
理
方
式
　

　
溶
融
方
式
　
燃
料
式
表
面
溶
融

方
式

　
ス
ラ
グ
冷
却
方
式
　
空
冷
方
式

処
理
の
流
れ

前
処
理
設
備
↓
溶
融
設
備
↓
ス
ラ

グ
冷
却
設
備
↓
ス
ラ
グ
貯
留
場
　

※
ス
ラ
グ
は
公
共
工
事
等
に
再
利

用
で
き
ま
す

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

・
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん

な
施
設
で
す
か
？

　
ご
み
焼
却
施
設
で
ご
み
を
燃
や

し
た
後
の
焼
却
灰
や
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
な
ど
で
鉄
・
ア
ル
ミ
な

ど
の
資
源
化
物
を
取
り
除
い
た
後

の
不
燃
物
残
さ
を
高
温
（
１，
３

０
０
〜
１，

４
０
０
℃
）
で
溶
か
し
、

ス
ラ
グ
（
石
の
よ
う
な
も
の
）
に

す
る
施
設
で
す
。

　
焼
却
灰
な
ど
が
大
幅
に
減
容
さ
れ
、

無
害
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

・
ど
う
い
っ
た
も
の
が
ど
こ
か
ら

運
び
込
ま
れ
、
ど
ん
な
処
理
が
さ

れ
ま
す
か
？

　
鳥
取
県
西
部
十
四
市
町
村
の
ご

み
処
理
施
設
な
ど
か
ら
発
生
す
る

焼
却
残
さ
（
米
子
市
を
除
き
ま
す
）

不
燃
物
残
さ
、
し
尿
汚
泥
焼
却
残
さ
、

公
共
下
水
道
汚
泥
焼
却
残
さ
が
運

び
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
溶
融
す
る

前
に
前
処
理
（
溶
融
に
適
さ
な
い

ア
ル
ミ
、
鉄
な
ど
を
事
前
に
除
去

し
ま
す
）
し
た
後
、
高
温
（
１，

３
０
０
〜
１，

４
０
０
℃
）
で
溶

融
し
、
小
石
状
の
ス
ラ
グ
を
作
り

ま
す
。

・
公
害
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い

の
で
す
か
？

　
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
岸
本

町
と
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で

公
害
防
止
に
係
る
協
定
書
を
締
結

し
て
お
り
、
排
ガ
ス
規
制
値
等
、

こ
の
内
容
が
遵
守
・
徹
底
さ
れ
ま
す
。

・
排
出
ガ
ス
・
騒
音
・
振
動
・
臭

気
な
ど
に
つ
い
て
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
排
気
ガ
ス
等
に
つ
い
て
は
関
係

法
令
の
規
制
値
を
遵
守
し
、
周
辺

環
境
に
十
分
配
慮
し
た
運
転
が
行

わ
れ
ま
す
。
排
ガ
ス
濃
度
は
、
岸

本
町
の
庁
舎
内
に
あ
り
ま
す
公
害

監
視
用
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
逐
次

情
報
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
騒
音
・
振
動
・
臭
気
に

つ
い
て
は
、
公
害
防
止
協
定
を
遵

守
し
、
定
期
的
に
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

・
工
場
排
水
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？

　
工
場
棟
内
で
使
用
し
た
排
水
は
、

す
べ
て
排
水
処
理
設
備
で
処
理
さ
れ
、

再
び
場
内
で
利
用
さ
れ
る
た
め
、

一
切
場
外
へ
は
排
水
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
雨
水
だ
け
は
、
施
設
内
周
辺
に

設
置
し
た
側
溝
か
ら
場
外
排
水
さ

れ
ま
す
。

・
定
期
的
な
検
査
は
あ
り
ま
す
か
？

　
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
の
運
転

管
理
に
係
る
排
出
ガ
ス
測
定
等
に

つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
、

定
期
的
に
検
査
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

溶
融
炉
な
ど
の
設
備
に
関
し
て
も
、

常
に
所
期
の
性
能
を
発
揮
す
る
よ
う
、

定
期
的
に
検
査
を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
施
設
の
稼
動
で
周
辺
の
土

壌
が
汚
染
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
必

要
な
公
害
防
止
設
備
を
設
置
し
、

日
常
の
維
持
管
理
を
適
確
に
行
う
等
、

万
全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
の

で
周
辺
土
壌
に
対
す
る
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
影
響
は
？

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
処

理
対
象
物
を
高
温
（
１，

３
０
０

〜
１，

４
０
０
℃
）
で
溶
融
す
る

た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
ほ
と

ん
ど
が
分
解
さ
れ
ま
す
。
更
に
排

ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
除
去

の
た
め
、
先
端
技
術
を
導
入
し
た

設
備
機
器
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
は
、
法
規
制
値
よ
り
更
に
厳

し
い
規
制
値
を
設
定
し
て
お
り
、

周
辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
安
全

な
運
転
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
ス
ラ
グ
の
利
用
方
法
は
？

　
生
成
し
た
溶
融
ス
ラ
グ
は
、
地

方
公
共
団
体
の
発
注
す
る
公
共
工

事
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
利
用
方
法
例
　
路
盤
材
、
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）

●
エ
コ
ス
ラ
グ
と
は

　
　
　
何
で
し
ょ
う
か（
参
考
）

　
ご
み
や
下
水
汚
泥
等
を
燃
や
し
て

出
来
る
焼
却
残
さ
（
灰
等
）
を
溶
融

す
る
と
、
大
き
さ
や
強
さ
が
十
分
天

然
の
石
の
代
わ
り
に
な
る
溶
融
ス
ラ

グ
（
石
の
よ
う
な
も
の
）
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
は
土
木
資
材
、
建
築
資
材
等

と
し
て
有
効
利
用
で
き
、
エ
コ
ス
ラ

グ
と
呼
び
ま
す
。

　
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ご

み
は
、
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
焼
却

残
さ
（
灰
等
）
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
容
積
は
焼
却
前
に
比
べ
て
１
／
20

〜
１
／
30
ま
で
小
さ
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
腐
敗
し
た
ご
み
の
無
害
化
や

ば
い
菌
の
死
滅
等
、
衛
生
面
で
安
全

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
一
般
的

な
処
理
方
法
と
し
て
普
及
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
も
焼
却
残
さ
（
灰
等
）
を

処
分
す
る
た
め
の
最
終
処
分
場
が
年
々

不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
最
終
処
分

場
不
足
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て
、

焼
却
残
さ
を
さ
ら
に
溶
融
し
て
ス
ラ

グ
化
し
、
そ
の
ス
ラ
グ
を
資
源
と
し

て
有
効
利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
溶
融
は
高
温
で
行
わ
れ
る
た
め
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
分
解
し
、
焼
却
残

さ
の
状
態
か
ら
さ
ら
に
約
１
／
３
程

度
の
容
積
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
の
各
自
治
体
で
は
、

エ
コ
ス
ラ
グ
の
再
資
源
化
（
土
木
資

源
等
と
し
て
の
利
用
）
を
始
め
て
い

ま
す
。

施

設

概

要
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二
月
十
四
日（
土
）植
田
正
治
写

真
美
術
館
一
階
ア
ト
リ
エ
、暗
室
で
、

植
田
正
治
写
真
美
術
館
友
の
会
暗

室
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
暗
室
教
室
で
は
講
師
に
、

渡
里
彰
造
さ
ん
、岩
下
直
行
さ
ん

に
き
て
い
た
だ
き
、白
黒
の
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
を
印
画
紙
に
焼
き
付
け

写
真
を
作
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
作
業
は
暗
室
で
行
い
、フ
ィ
ル

ム
を
通
し
た
光
を
印
画
紙
に
あ
て
、

そ
れ
を
現
像
液
に
つ
け
る
こ
と
で

写
真
の
絵
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。こ
の
と
き
の
光
を
あ
て
る

時
間
が
長
い
と
浮
き
出
て
く
る
絵

が
黒
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、逆
に

短
い
と
は
っ
き
り
と
絵
が
浮
か
び

上
が
っ
て
こ
な
い
の
で
、参
加
者

の
皆
さ
ん
は
そ
の
時
間
を
あ
わ
せ

る
の
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
出
来
上
が

っ
た
写
真
を
暗
室
か
ら
出
て
、ア

ト
リ
エ
の
方
に
並
べ
、自
分
と
他

の
人
の
作
品
の
出
来
上
が
り
を
見

比
べ
た
り
し
な
が
ら
、自
分
が
納

得
い
く
作
品
が
出
来
る
ま
で
、何

度
も
ア
ト
リ
エ
と
暗
室
を
行
き
来

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
写
真
教
室
に
は
友
の
会

の
会
員
以
外
の
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　　
現
在
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で

は「
植
田
正
治
・
写
真
す
る
こ
と
」

と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　「
写
真
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
い
」、植
田
正
治
は
こ
の
言
葉
を

生
前
頻
繁
に
口
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
植
田
が
、た
だ
単
に「
写
真

を
撮
る
」だ
け
で
は
な
い
写
真
に

関
わ
る
全
て
の
行
為
、そ
し
て
そ

の
表
現
に
、生
涯
を
通
し
て
強
く

魅
か
れ
て
い
た
こ
と
の
証
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
で
は
な
く
、ア
マ
チ
ュ

ア
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
続
け
、

自
由
に
写
真
に
関
わ
っ
て
き
た
植

田
な
ら
で
は
の
言
葉
な
の
で
す
。

　
植
田
は
、山
陰
に
住
む
人
々
や
、

家
族
な
ど
身
近
な
も
の
を
被
写
体

に
し
、そ
れ
ら
と
向
き
合
い
な
が

ら
自
己
の
写
真
を
撮
り
つ
づ
け
ま

し
た
。そ
の
中
で
被
写
体
と
の
気

持
ち
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を

楽
し
む
姿
勢
は
作
品
の
中
に
も
現

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、植
田
が「
ひ

と
」「
風
景
」「
も
の
」に
向
け
た
ま

な
ざ
し
の
軌
跡
を
初
期
か
ら
晩
年

ま
で
の
作
品
を
通
し
て
展
観
し
な

が
ら
、植
田
に
と
っ
て
の「
写
真
す

る
こ
と
」の
意
味
を
浮
き
彫
り
に

し
ま
す
。

　
岸
本
町
立
植
田
正
治
写
真
美
術

館
で
は
、四
月
二
十
四
日（
土
）か

ら
新
た
に
始
ま
る
展
覧
会
の
展
示

替
え
の
た
め
、四
月
十
九
日（
月
）

か
ら
四
月
二
十
三
日（
金
）ま
で
の

五
日
間
を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、ご
来
館
の
際
は
お

気
を
つ
け
下
さ
い
。

　
町
民
無
料
招
待
券
を
全
戸
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、み
な
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
〈
童
暦
〉
よ
り

　
　
　
　
　
１
９
５
５
〜
７
０

友
の
会
暗
室
教
室
開
催

　昨年度に、岸本町全体で現在消費されているエネルギーを調査し、今後どの程度の二酸化
炭素（CO2）の削減が可能かを調査、検討した「岸本町地域省エネルギービジョン」に基づいて、
今年度は町の施設の省エネルギー化に関する調査が行われました。
この調査は独立行政法人・新エネルギー産業技術総合開発機構の補助により行われたものです。
　この策定調査はガス・電気・石油などのエネルギー供給事業者などから策定委員をお願いし、
調査検討をしていただき策定したもので、今回、策定委員会の委員長である米子工業高等専
門学校教授　吉田進氏から検討結果についての答申書が町長に手渡されました。

その答申の内容は、

●岸本町の施設の中でも特にエネルギー需要の大きい施設である役場庁舎・農村環境改善センター、町立植田正治写真美　
術館、岸本町保健福祉センターを対象とした省エネルギー改修計画の策定。
●平成16年4月に稼動予定の鳥取県西部広域行政管理組合灰溶融施設（事業主体：鳥取県西部広域行政管理組合）から　排出
される余剰廃熱の有効利用検討調査結果などです。
　　この省エネルギービジョン重点プロジェクトは、施設ごとに各種省エネルギー技術の提案、この技術による省エネルギ
ー量と、　それにかかる経費を対比させ施設改修をおこなった場合の投資経費に対する回収見込まで記述したものであり、
また事業を　継続実施していくための組織体制の整備までもり込んだものになっています。
　　今後岸本町では、この提案された改修計画を参考に各種事業に取り組むことになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】役場　地域振興課　電話　68-3113



傷害保険＋賠償責任保険＋共済見舞金
　この保険は、スポーツ活動、文化活動、奉仕活動などを行う5名以上のアマチュ
アの団体やグループ（社会教育関係団体）を対象としています。

【対象となる事故】グループ活動中の事故・往復途上の事故
【保　険　期　間】平成16年4月1日から平成17年3月31日まで
【加入申し込みおよび問い合せ先】　岸本海洋センター　電 話 0859－68－3775

　・（財）スポーツ安全協会鳥取県支部（財）鳥取県体育協会内
　　　電話 0857－28－7221　ホームページアドレス　http://www.sportsanzen.org

・スポーツ少年団、子ども会など中学生
　以下のグループ
・成人の文化活動、奉仕活動のグループ
・老人クラブ団体
　団体員が、おおむね60歳以上の人によ
　り構成された団体
・成人のスポーツ活動
　高校生以上の生徒、学生あるいは社会
　人により構成された団体

・スポーツ少年団、子ども会など中学生
　以下のグループ

5人以上のグループでご加入ください。
掛　金

（1人年額）
賠償責任保険
（支払限度額） 共済見舞金

身体賠償　　　

1　人　1億円
1事故　5億円

財物賠償　　　

500万円

（急性心不全

　脳内出血等）

　　160万円

死　　亡 入　　院 通　　院

障害保険（保険金額）

500円

800円

2,000万円

600万円

1日につき
4,000円

1,800円

1日につき
1,500円

1,000円

1,500円

1,050円
2,100万円

100万円

5,000円

1,000円

2,000円

500円

160万円

対象外　

上記補償に500万
円を加算
身体賠償、財物賠
償合算500万円

2,000万円 4,000円 1,500円

Ａ

型

Ｂ

型

Ｃ

型

Ａ
Ｗ
型

対象範囲（A～C型）

対象範囲（AW型）

団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中（上段）及びそれ以外の個人練習、個人活動など（下段）
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　鳥取県と岸本町で実施している『女性農業者海

外派遣研修事業』が、２月２日から５日の日程で

行われ、町内の女性農業者３名の方が韓国研修に

参加しました。

　研修へ参加したのは、松原佐喜恵さん（久古）、

山道栄子さん（吉長）、田辺洋子さん（殿河内）。

米子農業改良普及所管内の女性農業者６名とともに、

春川花卉栽培農家、斗山食品（キムチ工場）、江

原道農業技術院（日本の農業改良普及所と園芸試

験場をあわせたもの）、ソウル特別市農産物公社（市

場）などの視察

や韓国の女性農

業者との交流を

されました。

　韓国の女性農

業者との交流の

中で、韓国では

農政審議会や様々

な会議において女性委員の登用率が３０％を超え

ていることや女性農業者への支援策として、出産

ヘルパーや育児の費用助成が受けられる話を聞き、

日本より進んだ支援策に驚いたそうです。「元気

な韓国の女性農業者から多くの刺激を受けた」「研

修した内容を町内の女性農業者にも伝えていきたい」

と話しておられました。

　今回参加された３名の方は、岸本町女性農業者

ネットワークという会のメンバーです。この会は「我

が家、岸本町の農業を楽しいものに！」していこ

うということで活

動しています。今

回の研修を今後の

活動にも生かして

いただきたいと思

います。

花卉栽培農家（バラの温室栽培）視察韓国女性農業者との意見交換



お子さん　予防接種お子さん　予防接種
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平成16年度 お子さんの予防接種

●集 団 接 種

生後3か月～生後48

か月未満でツベル

クリン判定で陰性

の人にＢＣＧ接種

生後3か月～

　　　90か月未満

各１回

2 　 回 6週間以上

（結核検査）

ツベルクリン

Ｂ Ｃ Ｇ

ポ リ オ

種　　別 接種間隔接種回数 受けられる時期

平成16年度乳幼児集団接種の日程平成16年度乳幼児集団接種の日程

②ポリオ生ワクチン投与

①ツベルクリン反応・BCG接種
ツベルクリン反応

B C G 接 種

ツベルクリン反応

B C G 接 種

平成16年 5月19日

平成16年 5月21日

平成16年11月10日

平成16年11月12日

（水）

（金）

（水）

（金）

平成16年 4月13日

平成16年 6月23日

平成16年10月 8日

平成16年12月15日

（火）

（水）

（金）

（水）

　平成16年度の予防接種を次のとおり実施します。既に配布しています「予防接種と子どもの健康」の冊子
をよく読んで、接種時期にすすんで受けるようにしましょう。
　予診票等は、乳幼児については出生届出時にお渡ししています。また、小学生・中学生については、4～5

月に学校を通して配布します。
　料金は無料ですが、受けられる時期の年齢を過ぎると自己負担となりますので、早めに接種しましょう。
詳しくは、健康福祉課（保健福祉センター内）・保健師にご相談ください。（電話　68－4633）

平成16年度結核・肺がん・大腸がん検診日程表

検診月日

4月26日（月）

4月27日（火）

4月28日（水）

5月 7日（金）

5月10日（月）

5月11日（火）

検診時間
9：30～10：10

10：30～11：00
11：20～11：40
13：40～14：30
14：50～15：20

9：15～10：00
10：20～11：00
11：20～11：50
13：40～14：00
14：15～15：00
9：15～ 9：40

10：00～10：15
10：35～10：50
11：20～11：50
13：40～14：00
14：20～14：40
15：00～15：30

9：30～10：40
11：00～11：30
13：30～14：10
14：30～15：30

9：30～10：10
10：30～11：10
11：20～11：40
13：30～14：30
14：40～15：20

9：30～10：00
10：20～10：50
11：10～11：50
13：40～14：10
14：10～15：00
15：40～16：00
16：00～16：30

検　診　会　場
伯 耆 ニ ュ ー タ ウ ン 公 民 館
福 原 公 民 館
須 村 公 民 館
丸 山 公 民 館
大 原 構 造 改 善 セ ン タ ー
久 古 公 民 館
番 原 構 造 改 善 セ ン タ ー
真 野 構 造 改 善 セ ン タ ー
小 林 公 民 館
藍 野 公 民 館
口 別 所 作 業 所
清 山 構 造 改 善 セ ン タ ー
林 ケ 原 公 民 館 前
上 細 見 公 民 館
小 野 構 造 改 善 セ ン タ ー
小 町 構 造 改 善 セ ン タ ー
旧 南 公 民 館
坂 長 公 民 館
岩 屋 谷 公 民 館
み ど り 公 民 館
岸 本 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー
Ｊ Ａ 岸 本 町 支 所
こ し き 公 民 館
ス カ イ タ ウ ン 公 民 館
岸 本 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー

〃
吉 定 公 民 館
押 口 公 民 館
遠 藤 公 民 館
岸本町農村環境改善センター

〃
岸 本 町 保 健 福 祉 セ ン タ ー

〃

集　落　名
伯耆ニュータウン
福　原・サン団地

須　村
丸　山
大　原
久　古
番　原
真　野
小　林

藍　野・ペンション
口別所
清　山
林ケ原
上細見
小　野
小　町

立　岩・木戸口
坂　長
岩屋谷
みどり
殿河内
吉　長
こしき

スカイタウン
大　寺
田園町
吉　定
押　口

遠　藤・リバ－タウン
岸　本
駅　前
その他
全地区

＊当日都合の悪い方は別の会場で受診できます。　　【問合せ先】健康福祉課　電話６８-４６３３

　
―
　
十
六
年
度
結
核
、肺
が
ん･

大
腸
が
ん
検
診
を
開
始
し
ま
す
―

　
次
の
日
程
で
結
核
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
行
な
い
ま
す
。
受
診
票
を

ご
持
参
の
上
で
ご
受
診
下
さ
い
。

　
　
（
受
診
票
は
四
月
に
お
配
り
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
年
に
一
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

会　　場：保健福祉センター
受付時間：14：00～14：40
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乳児健診

　4か月、7か月、10か月、

　13か月児健診

　　　（誕生月の翌月）

〈内　容〉

　身長、体重測定、診察、

　離乳食、歯科、保育相談、

　ボランティアによる絵本

　の紹介

幼 児 健 診

　1歳半、2歳、3歳、5歳児

〈内　容〉

　身長、体重測定、診察、

　栄養、歯科、保育相談

　歯科診察

　（1歳半、2歳、3歳）

　なんでも相談（1歳半）

　しつけ相談（2歳）

※それぞれの健診において、

　対象の方には個別通知を

　差し上げます。

　

実 　 施 　 日 健 診 名 対 　 　 象 　 　 者

【平成16年】

4月 8日（木）午前

　　　　　　　　午後

5月13日（木）午前

　　　　　　　　午後

6月 1日（火）午前

　　　　　　　　午後

7月 5日（月）午前

　　　　　　　　午後

7月28日（水）午後

7月29日（木）午後

8月 2日（月）午前

　　　　　　　　午後

9月 7日（火）午前

　　　　　　　　午後

10月 1日（金）午前

　　　　　　　　午後

11月 4日（木）午前

　　　　　　　　午後

12月 2日（木）午前

　　　　　　　　午後

【平成17年】

1月 6日（木）午前

　　　　　　　　午後

2月 3日（木）午前

　　　　　　　　午後

2月23日（水）午後

2月24日（木）午後

3月 3日（木）午前

　　　　　　　　午後

Ｈ15.11月生，Ｈ15.8月生，

Ｈ15.5月生，Ｈ15.2月生　

Ｈ14.7月生～9月生

Ｈ15.12月生，Ｈ15.9月生，

Ｈ15.6月生，Ｈ15.3月生　

Ｈ14.2月生～4月生

Ｈ16.1月生，Ｈ15.10月生，

Ｈ15.7月生，Ｈ15.4月生　

Ｈ13.3月生～5月生

Ｈ16.2月生，Ｈ15.11月生，

Ｈ15.8月生，Ｈ15.5月生　

Ｈ14.10月生～12月生

Ｈ11.4. 2～Ｈ11.9.30生

Ｈ16.3月生，Ｈ15.12月生，

Ｈ15.9月生，Ｈ15.6月生　

Ｈ14.5月生～7月生

Ｈ16.4月生，Ｈ16.1月生，

Ｈ15.10月生，Ｈ15.7月生　

Ｈ13.6月生～8月生

Ｈ16.5月生，Ｈ16.2月生，

Ｈ15.11月生，Ｈ15.8月生　

Ｈ15.1月生～3月生

Ｈ16.6月生，Ｈ16.3月生，

Ｈ15.12月生，Ｈ15.9月生　

Ｈ14.8月生～10月生

Ｈ16.7月生，Ｈ16.4月生，

Ｈ16.1月生，Ｈ15.10月生　

Ｈ13.9月生～11月生

Ｈ16.8月生，Ｈ16.5月生，

Ｈ16.2月生，Ｈ15.11月生　

Ｈ15.4月生～6月生

Ｈ16.9月生，Ｈ16.6月生，

Ｈ16.3月生，Ｈ15.12月生　

Ｈ14.11月生～Ｈ15.1月生

Ｈ11.10.1～Ｈ12.4.1生

Ｈ16.10月生，Ｈ16.7月生，

Ｈ16.4月生，Ｈ16.1月生　

Ｈ13.12月生～Ｈ14.2月生

乳 児 健 診

1歳半健診

乳 児 健 診

2歳児健診

乳 児 健 診

3歳児健診

乳 児 健 診

1歳半健診

5歳児健診

乳 児 健 診

2歳児健診

乳 児 健 診

3歳児健診

乳 児 健 診

1歳半健診

乳 児 健 診

2歳児健診

乳 児 健 診

3歳児健診

乳 児 健 診

1歳半健診

乳 児 健 診

2歳児健診

5歳児健診

乳 児 健 診

3歳児健診

平成16年度 乳幼児健診予定表
　岸本町では、毎月、身体発達及び精神発達の面から重要な時期に乳幼児を対象とした健康診査

を実施しています。



4月の休館日
　4月12日（月）、２6日（月）、２9日（祝）
公民館の開館時間
　月・金・日曜日は午前9時から午後5時

　火・水・木・土曜日は午前9時から午後10時

・虹の生涯　新選組義勇伝（上・下巻）　（森村誠一）
・香乱記（上・中・下巻）　（宮城谷昌光）
・人生への恋文　（石原慎太郎・瀬戸内寂聴）
・泣く大人　（江國香織）
・不運な女神　（唯川恵）
・代行返上　（幸田真音）
・草笛の音次郎　（山本一力）
・伊藤博文暗殺事件　（大野芳）
・東京大学応援部物語　（最相葉月）
・神も仏もありませぬ　（佐野洋子）
・博士の愛した数式　（小川洋子）
・イラク便り　（奥克彦）
・老いてほどほど　（中村メイ子）
・日帰り一泊関西　桜・花名所の旅　（編．成美堂出版）
・るるぶ　ドライブ山陽．山陰　（編．大口裕美）
　　〃　　東京‘04

　　〃　　大阪‘04

　るるぶ　山陰‘04

　　〃　　魅力別湯やど案内　関西周辺
・基本のおべんとう　（小倉厚子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

・なにをたべたかわかる？　（長　新太）
・こんにちは　長くつ下のピッピ
　　　　　　　　（作．アストリッド．リンドグレーン）
・百年たってわらった木　（中野美咲．文）
・とのさまのひげ　（ますだゆうこ）
・ライオンのながいいちにち　（あべ弘士）
・そらはさくらいろ　（村上康成）
・くまのがっこう　（あいはらひろゆき）
・うしろにいるのだあれ　（ふくだとしお）
・それからのおにがしま　（川崎洋）
・いちばんたいせつなともだち　（ドン・アパリー）
・ダレン・シャン　外伝　（ダレン・シャン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
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〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

3月17日開催！

3月11日開催！

　第10回の松栄学級は、小田歯科医院の小田浩一先生の講演と平成16年度修了
式を行ないました。
　「歯の健康について」と題して、映像を利用してわかりやすく説明していただ
きました。虫歯や歯周病など、痛くなってから歯の大切さを痛感することが多い
と思います。歯の表面部分は歯磨きできれいになっても、歯と歯ぐきの間、歯と
歯の間に“しこう”が残ることが多く、虫歯になったり、“しこう”が“歯石”
に変化することで歯槽膿漏になったりします。歯間ブラシを利用したり、定期的
に歯石除去をすることが予防に効果があるということです。「ブリッジ」や「イ
ンプラント」などの技術は向上していますが、歯ぐきが健康であってのことです。
　平成１５年度の修了式では、10回のうち8回以上出席ということで26名の方に
終了証を授与しました。これからも健康に留意され、明るく豊かな生活にいそし
んでいただきたいと思います。

公民館教室について
　公民館では、生花、大正琴、舞踊、パッチワークなど色々
な教室が行なわれています。趣味や教養を深めたい、余
暇にすることがないという方、経験の有無は心配いりま
せん。詳しくは、公民館教室受講生募集チラシをご覧く
ださい。

　第4回まなび隊は、西伯町の「こもれび工房」でソーセージ作り体験と、
特別養護老人ホーム「ゆうらく」の見学を行ないました。
　ソーセージ作り体験ですが、参加者22名は全員女性ですので、ご家庭でそ
れぞれ料理に腕を振るっていらっしゃる方々ばかりです。しかし、皆さんソ
ーセージ作りに関しては初体験という方ばかりでした。
　それもそのはず、豚のミンチに香辛料を加えて羊の腸につめ、乾燥、燻製、
ボイルと非常に手間がかかります。体験したのは羊の腸につめるところまで
ですが、ピストンのような器具の扱いが難しくてみなさん苦労されていました。
その日の食卓はそれぞれお手製のソーセージが並んだことでしょう。
　特別養護老人ホーム「ゆうらく」は平成15年度にオープンした、一見、高
級料亭か旅館に見まちがえる建物です。今回、施設の管理運営をされている
山野良夫さんに映像を混じえながら色々と説明していただきました。約100

名の痴ほう性の老人が入居されていますが、従来の老人ホームと大きく異な
るのは、10個前後の個室で構成される9つのユニットがあり、それぞれが個
人的な空間を確保したうえで家庭的な環境も備えていることです。また、職
員体制が充実していることから、限りなくマンツーマンに近い介護ができる
ようになっています。この環境は本人にとっても家族にとっても理想であり
幸せなことだと思います。
　今回のまなび隊は担当者も大いに勉強になりました。

　中央公民館図書室には、本（大人向け、こども向け）・ビデオ・紙しばい・雑誌・新聞等があります。

　大人向けの本棚には、芥川賞・直木賞作家の作品や歴史小説、恋愛小説、ノンフィクション作品など、

実用書の棚には、各種スポーツ、旅、料理、健康についての本などがあります。昨年度は、徳永進さ

んの本が根強い人気でした。また、児童書のコーナーには、子ども達の大好きな“かいけつゾロリシ

リーズ”や“ダレン・シャンシリーズ”“三国志”などもあります。えほんの棚には、“バムとケロ

シリーズ”や昔ばなしなど。ロビーの小さなおともだちのコーナーには、“もこ　もこもこ”や“じ

ゃあじゃあ　びりびり”など『はじめてであう本』もたくさんあります。

　　利用冊数と期間は　　本・雑誌は一人5冊まで二週間
　　　　　　　　　　　　ビデオ・紙しばいは一人一作品、一週間　　です。

　多くの町民の皆様のご利用をお待ちしています。

こんにはち　長くつ下のピッピ
　　　　（アストリッド・リンドグレーン作）
いたずらが大すきで、おてんばで
おまけに力もち！
そんなピッピがおとなりにひっこ
してきました。それからは毎日楽
しいことばかり！
スウェーデンで世代を越えて愛さ
れているピッピの絵が初めて日本
にお目見えしました。本物のピッ
ピの絵を使用した大判絵本です。

基本のおべんとう（小倉厚子）
おいしく食べて、楽し
く食べて。
午後の元気のもと、大
切な活力になるお昼ご
はん。栄養のバランス
がよくて、野菜もたっ
ぷりとれる、手作りの
おべんとうが今、注目
されています。

最終退行　（池井戸 潤）
ゼネコンの巨額不良債権を
放棄する一方、中小企業に
対しては、貸し渋り、貸し
剥がし…。中小企業の経営
者をあいてにコツコツと働
いてきた現場行員が、私利
私欲に凝り固まったエリー
ト頭取に鉄槌を下す。乱歩
賞作家渾身の長編銀行ミス
テリーです。
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岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

　
平
成
十
五
年
度
岸
本
町
人
権
・
同
和
教

育
町
民
大
会
で
の
八
郷
小
学
校
六
年
生
、

下
村
津
久
美
さ
ん
の
意
見
発
表
で
す
。
（
四

月
か
ら
岸
本
中
学
校
一
年
生
で
す
）

　
小
学
校
の
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
す
ば
ら

し
い
意
見
で
す
。

　　　
私
は
、
人
権
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、
昔

の
身
分
制
度
の
つ
ら
さ
、
そ
の
人
た
ち
の

起
こ
し
た
勇
気
あ
る
行
動
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
「
差
別
」
と
い
う
と
、
い
じ
め

や
無
視
、
一
人
の
人
を
大
勢
で
き
ら
う
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
会
科
や
総
合
の
学
習
で
人
権
に
つ
い
て

勉
強
を
し
て
、
差
別
と
い
う
も
の
に
は
「
部

落
差
別
」
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
偏
見
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
勉
強
し
ま
し
た
。

　
「
偏
見
」
は
偏
っ
た
考
え
方
で
あ
り
、

誰
も
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
偏
見
は
私
も
持
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
男
性
が
家
事
を
し
た
り
、
女
性

が
医
者
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

め
ず
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
学
習
し
て
い
て
、
今
の
う
ち
に

小
さ
い
子
供
達
に
仕
事
は
男
だ
ろ
う
が
女

だ
ろ
う
が
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
せ
ば

い
い
ん
だ
よ
、
黒
人
で
も
白
人
で
も
人
は

人
な
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
れ
ば

偏
見
は
少
し
で
も
減
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。

　
現
在
も
偏
見
を
受
け
て
い
る
人
は
い
ま
す
。

そ
の
人
達
の
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識

を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

今
こ
う
し
て
私
た
ち
は
勉
強
し
て
い
る
の

で
す
。
私
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
に
は
偏
見

が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
今
よ
り
減
っ
て
い
る
こ
と
を

願
い
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
六
年
生
が
一
番
く
わ
し
く
勉
強

し
た
の
が
、
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
い

て
き
た
「
身
分
制
度
」
で
す
。
一
番
最
初

に
私
は
「
な
ぜ
、
何
も
し
て
い
な
い
人
達

が
つ
ら
い
差
別
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
藩
の
人
は
何

も
思
わ
ず
に
平
然
と
命
令
を
出
し
た
の
だ

ろ
う
か
、
村
人
や
町
人
達
は
そ
の
ま
ま
見

過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
も
考
え
ま
し
た
。

　
で
も
、
例
え
村
人
な
ど
が
藩
に
対
し
て

一
揆
を
起
こ
し
て
も
、
今
度
は
も
っ
と
低

い
身
分
に
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
人
間
の
心

理
を
つ
い
た
憎
い
差
別
だ
と
私
は
思
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
は
、
差
別
さ
れ
て

も
勇
気
の
あ
る
人
達
だ
と
も
強
く
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
一
揆
を
起
こ
し
た
人
達

が
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
人
達
は
す
ご
く

怖
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　

　
だ
け
ど
、
こ
の
ま
ま
だ
と
子
孫
も
つ
ら

い
思
い
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
、

自
分
た
ち
も
死
ぬ
ま
で
こ
の
状
態
で
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
い
う
思
い
か
ら

一
揆
を
起
こ
し
た
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　
私
が
差
別
さ
れ
た
人
だ
っ
た
ら
、
藩
の

人
が
憎
く
て
た
ま
ら
な
い
け
ど
、
一
揆
は

こ
わ
く
て
起
こ
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
一
揆
を
起
こ
し
た
人
達
は
、
本
当

に
勇
気
が
あ
っ
て
、
こ
ん
な
い
い
人
達
が

差
別
に
あ
う
な
ん
て
お
か
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
「
山
の
粥
」
と
い
う
話

で
し
た
。

　
農
民
は
ふ
だ
ん
、
厳
し
く
差
別
さ
れ
て

き
た
人
を
嫌
っ
て
い
る
の
に
、
都
合
の
よ

い
と
き
だ
け
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の

は
お
か
し
い
と
思
っ
た
け
ど
、
厳
し
く
差

別
さ
れ
て
き
た
人
達
は
快
く
受
け
入
れ
て

い
て
、
何
て
優
し
い
ん
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
こ
う
い
う
正
し
い
考
え
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
た
い
で
す
。

　
そ
の
後
、
解
放
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

解
放
令
に
よ
っ
て
厳
し
く
差
別
さ
れ
て
き

た
人
々
も
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
な
り
、

差
別
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
前
と
変
わ
ら
ず
、
い
え
、

そ
れ
以
上
に
生
活
が
苦
し
く
な
り
差
別
に

苦
し
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
、
二
十
一
世
紀
。
ま
だ
差

別
は
残
っ
て
い
ま
す
。
部
落
解
放
月
間
や
、

人
権
週
間
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

ま
だ
こ
の
社
会
に
様
々
な
差
別
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
現

在
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
ハ
ン
セ
ン

病
」
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
好
き
で
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
に
差
別
さ
れ
、
お
か
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
み
ん
な
に
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
私
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
人
達
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な

行
動
を
す
る
に
せ
よ
、
「
自
分
だ
っ
た
ら
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
で
す
。
今
ま
で

何
も
思
わ
ず
通
り
過
ぎ
て
き
た
け
ど
、
人

権
の
学
習
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
や

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

将
来
、
差
別
が
な
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
ま
た
、
偏
見
を
な
く
す
こ
と
は
、
難
し

い
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
全

て
な
く
し
て
し
ま
わ
な
い
と
な
く
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。
で
も
、
し
っ
か
り
学
習
し
て
、

新
し
く
正
し
い
考
え
方
を
ど
ん
ど
ん
う
え

て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
を
未
来
の
子
供
達
に
教
え

て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

◇
八
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
和
教
育
推
進
部
機
関
誌
　

　

平
成
十
五
年
度「
か
が
や
き
」よ
り

八
郷
小
学
校
　
六
年

　
　
　
下
村
　
津
久
美

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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岸
本
町
で
は
、
お
子
様
た
ち
が

学
校
で
楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う
、

学
用
品
購
入
や
給
食
費
な
ど
に
つ

い
て
お
困
り
の
方
に
つ
い
て
、
事

情
を
お
聞
き
し
て
援
助
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
援
助
が
受
け
ら
れ
る
方
】

・
生
活
保
護
が
打
ち
切
ら
れ
た
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
お
ら

　
れ
る
方

・
経
済
的
に
お
子
様
を
就
学
さ
せ

　
る
の
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方

　
援
助
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

４
月
９
日
ま
で
に
、
お
子
様
が
就

学
し
て
お
ら
れ
る
学
校
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

入
学
用
品
費
（
新
入
学
者
の
み
）

　
１
９
、
９
０
０
円
を
支
給

学
用
品
費

　
１
１
、
０
０
０
円
を
支
給

校
外
活
動
費

　
年
額
１
、
５
１
０
円
を
上
限
と

し
て
、
学
校
行
事
に
係
る
経
費
（
交

通
費
、
入
場
料
）
を
支
給

医
療
費

　
学
校
病
の
治
療
に
係
る
経
費
を

全
額
補
助

給
食
費
　
免
除

　
平
成
１６
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

４
月
１２
日
（
月
）

南
公
民
館

　
１３
：
３０
〜
１３
：
５０

農
協
八
郷
支
所

　
１４
：
２０
〜
１４
：
４０

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
１４
：
５０
〜
１５
：
２０

４
月
１３
日
（
火
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１３
：
３０
〜
１４
：
２０

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
１４
：
５０
〜
１５
：
２０

　
当
日
は
犬
の
登
録
手
帳
と
注
射

料
等
（
２
、
９
５
０
円
）
を
持
っ

て
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ

る
場
合
は
、
別
途
手
数
料
と
し
て
３
、

０
０
０
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課
　

　
電
話
　
６
８
―
４
６
３
３

　　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
１５
年
度
の
確
定
保
険
料
申

告
と
平
成
１６
年
度
の
概
算
保
険
料

納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

５
月
２０
日
（
木
）
ま
で
に
は
年
度

更
新
手
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
は
、
期
間
中
県
内
各
所
に

設
け
る
集
合
受
付
会
場
（
申
告
書

送
付
用
封
筒
の
裏
面
参
考
）
、
ま

た
は
、
鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
電
話
０
８
５
７
―
２
９
―
１
７
０
２

　　
青
色
の
「
特
別
医
療
費
受
給
資

格
証
」
を
お
持
ち
の
重
度
心
身
障

害
者
の
方
で
、
介
護
保
険
に
よ
る

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た

方
が
、
次
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
に
は
支
払
う
利
用
料
が
、

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
た

サ
ー
ビ
ス

　
病
院
・
診
療
所
・
薬
局
・
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た

場
合
の
「
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管

理
指
導
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

短
期
入
所
療
養
介
護
、
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
」

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
　
健
康
福
祉
課

　
電
話
　
６
８
―
４
６
３
３

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
憲

法
週
間
に
ち
な
み
、
鳥
取
地
方
・

家
庭
裁
判
所
、
鳥
取
地
方
検
察
庁
、

鳥
取
地
方
法
務
局
、
鳥
取
県
弁
護

士
会
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
行

事
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談

（
鳥
取
県
弁
護
士
会
担
当
）

　
鳥
取
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
。

西
部
地
区

日
　
時
　
５
月
７
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部
（
駐
車
場
に
限
り
あ
り
、

公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
）

※
相
談
は
、
当
日
受
付
順
（
相
談

に
応
じ
ら
れ
る
の
は
２５
名
程
度
）

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部

　
電
話
０
８
５
９
―
２
２
―
２
２
０
５

人
権
擁
護
相
談

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

場
　
所
　
米
子
市
役
所

日
　
時
　
５
月
６
日
（
木
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所
　
日
野
町
山
村
開
発
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー

日
　
時
　
５
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
電
話
０
８
５
７
―
２
２
―
２
１
９
１

講
師
の
派
遣

　
憲
法
週
間
中
に
限
ら
ず
、
学
校
、

そ
の
他
の
諸
団
体
の
要
望
に
よ
り
、

裁
判
官
及
び
職
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
電
話
０
８
５
７
―
２
２
―
２
１
７
１

裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会

　
中
学
生
か
ら
一
般（
団
体
も
可
）

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
締
め
切
り
４
月
３０
日
（
金
）

開
催
日
　
５
月
１２
日
（
水
）

　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
前
１１
時

４５
分
ま
で

【
申
し
込
み
先
】

　
鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務
課

　
電
話
０
８
５
９
―
２
２
―
２
２
０
５

就
学
援
助
制
度
ご
利
用
で
き
ま
す

小
中
学
校
に
通
う
児
童
の
保
護
者

の
み
な
さ
ま
へ

狂
犬
病
予
防
注
射

特
別
医
療
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

憲
法
週
間

事
業
主
の
皆
さ
ん
、労
働
保
険
の

「
年
度
更
新
」は
お
済
で
す
か
？
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氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

男

男

男

男

平
成
十
六
年
二
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

伯耆ニュータウン

伯耆ニュータウン

駅 前

吉 長

坂 長

益田　光雪

　　坂　朱生

眞野　　　豊

金口　真輔

澤田　太陽

保護者

亮輔・亜紀子

努 ・昌江

孝 平・千 明

英 樹・千津子

雄 三・理 恵

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

ますだ こゆき

わきさか しゅい

ま　　の ゆたか

かねぐち しんすけ

さわだ たいよう

86歳

94歳

89歳

84歳

小 林

駅 前

こしきが

丘

田 園 町

坂口　はな

増田　　　子

岸本　節子

遠藤　好一

　２月２７日（金）新日本海新聞が市町村と共催で、スポ
ーツ界で活躍し優れた成績を収めた個人、団体を表彰する
「日本海スポーツ大賞」の本年度受賞者が決定しました。
　岸本町からはスポーツ大賞最優秀賞を岸本中学校ソフト
テニス部女子、スポーツ大賞奨励賞に八郷少年野球クラブ
がそれぞれ受賞しました。
スポーツ大賞　最優秀賞
　岸本中学校　ソフトテニス部女子
　創部以来、初の県大会優勝（団体戦）を果たすなど各種
　大会で優秀な成績を収めた。
　・第２９回鳥取県中学校総合体育大会ソフトテニス競技
　　団体戦　優勝
　・中国中学校ソフトテニス大会、団体戦出場
　・第３４回全国中学ソフトテニス大会
　　箕浦　愛・三好由佳子ペア（個人戦　５位入賞）
スポーツ大賞　奨励賞
　八郷少年野球クラブ
　創部１８年目にして初の全国大会出場を果たす。
　・第２３回高円宮賜杯全日本軟式野球大会鳥取県予選会
　　優勝　　全国大会出場
　・鳥取県スポーツ少年団軟式野球交流大会　準優勝

第２６回岸本町部落対抗卓球大会結果

第２２回岸本町少年卓球大会結果

開催日：3月14日（日） 場　所：町民体育館

（敬称略）　

（敬称略）　

開催日：３月７日（日）
場　所：町民体育館

団体戦

個人戦

団体戦

個人戦（ダブルス）

優 勝
準優勝
第３位
第３位

第１位

第２位

第３位

谷本いずみ・志直　充年

藤岡　美樹・石橋　研二

木下　　章・大森　　豊

桶本　潤子・八幡　祐子

中曽　良子・中曽　久美

権代　宮枝・佐々木美香

笹間　伸子・笹間　千広

金田　　勝・金田　恵里

笹間　豊樹・笹間　将平

坂　長

伯耆ニュータウン

大　寺

坂　長

坂　長

伯耆ニュータウン

真　野

上細見

真　野

第１位

第２位

第３位

第１位

第２位

第３位

坂長Ａ
吉 長
駅 前
大寺Ａ

１
部

2
部

3
部

※中学生以上男子

※中学生以上女子

※親子ダブルス

男子の部　　　　　　　　　　　　　　　女子の部
　優　勝：坂口　裕樹（八郷小６年）　　　優　勝：金田　奈美（岸本小６年）
　準優勝：大前　　周（八郷小６年）　　　準優勝：濱田　智代（岸本小６年）
　第３位：笹間　将平（八郷小６年）　　　第３位：岡田　　咲（岸本小６年）
　第３位：清水　和将（八郷小６年）　　　第３位：大塚知菜未（岸本小６年）

　優　勝：八郷マスクンズ
　準優勝：八郷ササマーズ
　第３位：八郷VICTORYS
　第４位：岸本小学校Ａ
　第５位：岸本小学校Ｂ

日本海新聞スポーツ大賞

～ 岸本町出身のミュージシャン　長谷川さん（vocal）～
　3月5日（金）米子でのライブ演奏のため帰省していた町内出身のミュージシャン長谷川さんが所属するバン
ドP．I．MONSTERがこのたび岸本町役場を訪れました。
　今回は、米子市内の会場で開催されるライブのため鳥取県を訪れたもので、ライブの前日岸本町入りし、テ
レビ・ラジオの出演など忙しいスケジュールの合間にメンバー全員
で役場に来ていただきました。　
　長谷川さんは町長から「日々の演奏活動は大変ですが、岸本町の
出身者としても、全国の方にこの町の良さを広めてください。今後
ますますの活躍期待しています。」と激励の言葉を受け、それに応
えるよう長谷川さん自身も「母校である岸本中学校の体育館でぜひ
演奏したい」という希望を話されました。
　翌日の日吉津村のデパート内で行われた店内ライブと米子市で開
催された凱旋ライブでは県外を含む多数の来場者の中、ライブは盛
況の様子でした。
　今後も全国的な活躍を期待しています。 P.I.Monsterのメンバー右から2番目ハセガワさん


